
あなたご⾃⾝に関するアンケート

あなたご⾃⾝に関するアンケート

□■ WEBアンケート ■□
アンケートにご協⼒をお願いします。

◆回答時間⽬安︓ おおよそ １０分
（ご回答の内容により変動します）

◆回答可能デバイス︓ パソコンまたはスマートフォン

※お答えいただいた内容は統計的に処理し、回答者個⼈が特定されるような情
報について公表することはありません。
※前の質問に戻ることができないため、間違いがないようにご回答ください。
※アンケート回答に必要な環境は こちら をご覧ください。

 

 同  意  し  て  開  始 

設定項⽬表⽰

https://dstyleweb.com/env


あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 12 % ／ 100%  】

「D style web（株式会社アスマーク）」では、個⼈情報保護の重要性を強く認識し、
JISQ15001に則った管理と取り扱いを⾏っております。（詳しくはこちらをクリック）

□■ 調査主体及び個⼈データ提供先 ■□

【個⼈データ提供先】
・調査主体会社（調査会社・広告代理店・メーカー・サービス会社など）

【提供される情報】
・回答ID（回答IDの例︓No.1.2...1000...）
このアンケートに対して個別に振り分けられる番号になります。

※お名前や住所などの個⼈情報を直接提供する場合には、改めて本⼈同意を取得いたしま
す。

同意して、回答する 同意しない／回答を希望しない

※「同意して、回答する」を選んだ⽅のみポイントの付与の対象となります。

https://dstyleweb.com/privacy


あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 16 % ／ 100%  】

必須 F1．
あなたの年齢をお知らせください。（数値記⼊）
※半⾓数字でご記⼊ください。

 歳

必須 F2．
あなたの性別をお知らせください。（１つ選択）

男性

⼥性

必須 F3．
あなたが現在お住まいになっている都道府県についてお知らせください。（１つ選択）

▼▼▼選択して下さい▼▼▼

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 20 % ／ 100%  】

必須 F4．
あなたが現在お住まいになっている市町村についてお知らせください。（１つ選択）

▼▼▼選択して下さい▼▼▼

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 24 % ／ 100%  】

必須 F5．
あなたの職業をお知らせください。（１つ選択）

会社役員・団体役員

会社員（正規雇⽤）

会社員（派遣・契約など⾮正規雇⽤）

公務員・団体職員

パート・アルバイト

⾃営業・⾃由業

農林⽔産業

家内労働・在宅ワーカー

専業主婦・専業主夫

無職

学⽣

その他

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 28 % ／ 100%  】

これ以降の質問では、⽣活騒⾳に関連する近隣トラブル等についてお尋ねします。
＜⽣活騒⾳の例＞
①家庭⽤機器からの騒⾳
 冷蔵庫、洗濯機、乾燥機、掃除機など
②家庭⽤設備、住宅構造⾯からの騒⾳
 空調機、バス・トイレの給排⽔、ドアの開閉など
③⾳響機器からの⾳
 ピアノ、ステレオ、テレビなど
④⽣活⾏動に伴う⾳
 話し声・泣き声・笑い声、跳びはねる⾳等
⑤その他
⾃動⾞、オートバイの空ぶかし⾳、ペットの鳴き声、⾵鈴の⾳など

必須 SC1．
現在の住居において、近隣からの⽣活騒⾳が気になったことはありますか︖（１つ選択）

ある

ない・わからない

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 32 % ／ 100%  】

必須 SC2．
あなたの居住形態を教えてください。（１つ選択）

集合住宅（賃貸）

集合住宅（分譲）

⼾建て(賃貸・持ち家）

その他

  次 へ  

あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 36 % ／ 100%  】

予備調査のご協⼒ありがとうございます。

これより本調査に移ります。

引き続きご協⼒お願い致します。

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 40 % ／ 100%  】

必須 Q1．
あなたの住居の⽴地環境を教えてください。（１つ選択）

住居系地域

商業系地域

⼯業系地域

その他

  次 へ  

あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 44 % ／ 100%  】

必須 Q2．
あなたの住居の築年数を教えてください。（１つ選択）

3年未満

3〜10年

11〜30年

31年以上

わからない

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 48 % ／ 100%  】

必須 Q3．
あなたが現在の場所に住んでから何年が経過したか教えてください。（１つ選択）

1年未満

1年以上〜3年未満

3年以上〜5年未満

5年以上〜10年未満

10年以上〜15年未満

15年以上〜20年未満

20年以上

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 52 % ／ 100%  】

必須 Q4．
あなたの住居の構造を教えてください。（１つ選択）

鉄⾻・鉄筋コンクリート（SRC）造

鉄筋コンクリート（RC）造

鉄⾻（S）デッキプレート造

鉄⾻（S）ALC造

⽊造

わからない

その他

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 56 % ／ 100%  】

必須 Q5-1．
あなたの現在の住居では、近隣からの⽣活騒⾳がどの程度気になりますか。おおむね10年以内の経験でお答えください。
次のそれぞれの「騒⾳の種類」について、「気にならない」「耐えがたい程ではないが気になる」「耐えがたい程迷惑である」のうち最も当てはまるものを選択してください。（それぞれ
１つずつ選択）
※その他が無い場合は空欄のまま「気にならない」を選択してください。

ヨコに回答→

気
に
な
ら
な
い

で
は
な
い
が
気
に
な
る

耐
え
が
た
い
程

耐
え
が
た
い
程
迷
惑
で
あ
る

テレビ・ステレオ・ホームカラオケの⾳

エアコンの室外機・給湯機の⾳

⾵呂の排⽔⾳・トイレの流⽔⾳

洗濯機・掃除機のモーター⾳

廊下や階段の⾳

⾜⾳・物⾳

ドアの開閉⾳

ピアノなどの楽器の⾳

⽝などペットの鳴き声

⼈の話し声・さわぎ声・泣き声など

集会・⾏事のさわぎ声

ご近所の⾃動⾞・バイクの空ぶかし⾳

ふとんをたたく⾳

その他
※その他が無い場合は空欄のまま「気にならない」を選択し
てください。



  次 へ  

あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 60 % ／ 100%  】

必須 Q5-2．
前問で「耐えがたい程ではないが気になる」⼜は「耐えがたい程迷惑である」を選択したものについて、⾳が聞こえる主な時間帯を教えてください。（それぞれ複数選択可）

ヨコに回答→

早
朝

6

8
時

昼
間

8

18
時

夜
間

18
時

23
時

深
夜

23
時

翌
6
時

終
⽇

不
明

テレビ・ステレオ・ホームカラオケの⾳

エアコンの室外機・給湯機の⾳

⾵呂の排⽔⾳・トイレの流⽔⾳

洗濯機・掃除機のモーター⾳

廊下や階段の⾳

⾜⾳・物⾳

ドアの開閉⾳

ピアノなどの楽器の⾳

⽝などペットの鳴き声

⼈の話し声・さわぎ声・泣き声など

集会・⾏事のさわぎ声

ご近所の⾃動⾞・バイクの空ぶかし⾳

ふとんをたたく⾳

その他（ *** ANS Q10520 *** ）

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 64 % ／ 100%  】

必須 Q6．
Q5の「騒⾳の種類」のうち、最も気になる（迷惑である）のはどの⾳か、教えてください。（１つ選択）

テレビ・ステレオ・ホームカラオケの⾳

エアコンの室外機・給湯機の⾳

⾵呂の排⽔⾳・トイレの流⽔⾳

洗濯機・掃除機のモーター⾳

廊下や階段の⾳

⾜⾳・物⾳

ドアの開閉⾳

ピアノなどの楽器の⾳

⽝などペットの鳴き声

⼈の話し声・さわぎ声・泣き声など

集会・⾏事のさわぎ声

ご近所の⾃動⾞・バイクの空ぶかし⾳

ふとんをたたく⾳

その他

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 68 % ／ 100%  】

必須 Q7．
Q6で選択した「最も気になる（迷惑である）騒⾳の種類」【 *** ANS Q10610 *** 】について、その⾳によりどのような迷惑を感じたか、教えてください。（複数選択可）

くつろげない

イライラしたり、腹が⽴つ

⾝体の具合が悪くなる

電話の声やテレビ・ラジオの⾳が聞き取りにくい

仕事や勉強、読書の邪魔になる

会話の妨害になる

睡眠の妨害になる

その他

気になるがたいしたことはない

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 72 % ／ 100%  】

必須 Q8-1．
Q6で選択した「最も気になる（迷惑である）騒⾳の種類」【 *** ANS Q10610 *** 】について、その⾳により迷惑を受けた時、どのように対応したいと思っていますか。また、実際に
どのように対応しましたか。当てはまるものを教えてください。（それぞれ１つずつ選択）
※その他が無い場合は空欄のまま「そうしたいと思わない、⼜は該当するものがない」を選択してください。

ヨコに回答→

実
際
に
し
た
こ
と
が
あ
る

実
際
に
し
た
こ
と
は
な
い

そ
う
し
た
い
が

⼜
は

該
当
す
る
も
の
が
な
い

そ
う
し
た
い
と
思
わ
な
い

我慢する

⾳を出している相⼿に直接苦情を⾔う

⼿紙で相⼿に注意を促す

管理会社に対応してもらう

管理組合に対応してもらう

役所に相談する

弁護⼠や調停機関に相談する

騒⾳や振動の調査会社に調査を依頼する

第三者を交えて話し合いの場を設ける

ヨコに回答→

実
際
に
し
た
こ
と
が
あ
る

実
際
に
し
た
こ
と
は
な
い

そ
う
し
た
い
が

⼜
は

該
当
す
る
も
の
が
な
い

そ
う
し
た
い
と
思
わ
な
い

⾃治会活動や住⺠運動を通じて静かな環境にす
るよう働きかける



⾃⾝も⼤きな⾳を鳴らす

⽿栓やヘッドホンをつけて防⾳する

防⾳⼯事をする

引っ越しをする

警察に通報する

⺠間の相談窓⼝やサービスを利⽤する

⺠事訴訟⼜は調停を⾏う

その他
※その他が無い場合は空欄のまま「そうしたいと思わない、
⼜は該当するものがない」を選択してください。

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 76 % ／ 100%  】

必須 Q8-2．
前問で「実際にしたことがある」を選択したものについて、その結果を教えてください。（それぞれ１つずつ選択）

ヨコに回答→

⾳
を
感
じ
な
く
な
っ
た

⾳
が
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た

変
わ
ら
ず
⾳
に
悩
ま
さ
れ
た

⾳
が
⼤
き
く
な
っ
た

⾳
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が
⽣
じ
る

我慢する

⾳を出している相⼿に直接苦情を⾔う

⼿紙で相⼿に注意を促す

管理会社に対応してもらう

管理組合に対応してもらう

役所に相談する

弁護⼠や調停機関に相談する

騒⾳や振動の調査会社に調査を依頼する

第三者を交えて話し合いの場を設ける

ヨコに回答→

⾳
を
感
じ
な
く
な
っ
た

⾳
が
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た

変
わ
ら
ず
⾳
に
悩
ま
さ
れ
た

⾳
が
⼤
き
く
な
っ
た

⾳
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が
⽣
じ
る

⾃治会活動や住⺠運動を通じて静かな環境にす



るよう働きかける

⾃⾝も⼤きな⾳を鳴らす

⽿栓やヘッドホンをつけて防⾳する

防⾳⼯事をする

引っ越しをする

警察に通報する

⺠間の相談窓⼝やサービスを利⽤する

⺠事訴訟⼜は調停を⾏う

その他（ *** ANS Q10820 *** ）

  次 へ  

あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 80 % ／ 100%  】

必須 Q9．
Q8の「結果」において、「変わらず⾳に悩まされた」「⾳が⼤きくなった」「⾳以外のトラブルが⽣じた」を選択した場合、その問題解決に、どのぐらいの期間を要したか教えてくださ
い。複数ある場合は代表的なものをお答えください。（１つ選択）

1か⽉未満

1〜3か⽉未満

3〜6か⽉未満

6〜12か⽉未満

1〜2年未満

2年以上

解決していない

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 84 % ／ 100%  】

必須 Q10．
Q9で【 *** ANS Q10900 *** 】と回答されましたが、解決に⾄った理由や⼯夫された点などを教えてください。 Q9で【解決していない】と回答されましたが、解決に⾄らなかった理
由を教えてください。

  次 へ  

あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 88 % ／ 100%  】

必須 Q11．
あなたは⽇頃、近隣住⺠とコミュニケーションを取っていますか。（１つ選択）

会話以外の交流もする（町内会への参加など）

世間話をする程度

挨拶をする程度

交流はない

その他

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 92 % ／ 100%  】

必須 Q12．
あなたが⽇頃、住居にいることが多い主な時間を教えてください。（複数選択可）

早朝（6〜8時）

昼間（8〜18時）

夜間（18時〜23時）

深夜（23時〜翌6時）

終⽇

不規則

  次 へ  



あなたご⾃⾝に関するアンケート

【 96 % ／ 100%  】

必須 Q13．
次のうち、⽣活騒⾳についてあなたのイメージするものがあれば教えてください。（複数選択可）

新築の集合住宅では、近隣の⽣活⾳はほとんど聞こえない

集合住宅である以上、近隣の⽣活⾳は必ず聞こえる

⽊造住宅では、近隣の⽣活⾳がよく聞こえる

鉄⾻・鉄筋コンクリート（SRC）造や鉄筋コンクリート（RC）造の集合住宅では、近隣の⽣活⾳はほとんど聞こえない

集合住宅では⼾建てよりも、近隣住⺠とのコミュニケーションが少ない

⽣活騒⾳は、⾳を出す側がの節度が⼤切である

⽣活⾳は必ず発⽣するものなので、聞く側の寛容が⼤切である

普段から近隣住⺠とコミュニケーションを取ることにより、⽣活騒⾳に関するトラブルは減らすことができる

特にイメージしたことがない、⼜は該当するものがない

  次 へ  


